
◆具体的な取組み例
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○地区部会や町内自治会等が、支援を求
める方の生活課題を解決する支え合いの
仕組みづくりを推進する。

○住民アンケート調査を実施し、地域の
実情やニーズの把握を行い、地区部会や
町内自治会で、支援できる内容について
検討する。

○地区部会と社協区事務所が協力し、活
動拠点となるよう、地域内の福祉施設等
の有効活用について調査し、拠点整備を
推進する。

○支え合い活動に参加する新たな担い手
を確保するために、研修会等を実施す
る。

○支え合い活動のボランティア登録の受
付けと活動を紹介する仕組みをつくる。

○地区部会や町内自治会等が、支援を求
める方の生活課題を解決する支え合いの
仕組みづくりを推進する。

○住民アンケート調査を実施し、地域の
実情やニーズの把握を行い、地区部会や
町内自治会で、支援できる内容について
検討する。

○地区部会と社協区事務所が協力し、活
動拠点となるよう、地域内の福祉施設等
の有効活用について調査し、拠点整備を
推進する。

○地域での支え合い活動に参加する新た
な担い手を確保するために、ボランティ
ア講座受講者を地域福祉活動へ結びつけ
る働きかけを行う。

○支え合い活動のボランティア登録の受
付けと活動を紹介する仕組みをつくる。

　資料１－２

第５期（前期：令和４・５年度） 第５期（後期：令和６・７・８年度）

○地域運営委員会の設立に向け共通理解
を図る。

○地域のネットワークづくりの取組みが
出来ていない地区は千葉市あんしんケア
センターが主催する「地域ケア会議」等
を定期的に活用し、地域のネットワーク
づくりを行う。

○地域運営委員会または地域ケア会議等
の地域の課題を話し合う組織を作る。

○地域運営委員会の設立に向け共通理解
を図る。

○地区部会などが開催する会議に、必要
に応じて千葉市あんしんケアセンターや
ＣＳＷなどの多職種が参加し、地域課題
の解決に向け、連携の強化を図る。

○地域運営委員会または地域ケア会議等
の地域の課題を話し合う機会を作る。
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第５期（後期：令和６・７・８年度）

○地域と学校が連携し、セーフティ
ウォッチャー活動の充実を図るととも
に、「子ども110番のいえ」の協力も得
て、「声かけ・あいさつ運動」を実施す
る。

○関係団体と学校・警察等が連携し、
「子ども110番のいえ」訪問、挨拶や駆
け込み訓練等に取り組む。

○地区部会や町内自治会が青少年育成委
員会と連携して実施する地域行事を通じ
て、子どもたちと顔見知りになる機会を
設ける。

○地域と学校が連携し、セーフティ
ウォッチャー活動の充実を図るととも
に、「こども110番のいえ」の協力も得
て、「声かけ・あいさつ運動」を実施す
る。

○関係団体と学校・警察等が連携し、
「こども110番のいえ」訪問、挨拶や駆
け込み訓練等に取り組む。

○地区部会や町内自治会が青少年育成委
員会と連携して実施する地域行事を通じ
て、子どもたちと顔見知りになる機会を
設ける。

○取組めていない地区においては、見守
り活動への理解と必要性について講習会
や勉強会を開催し、啓発活動に努める。
（住民アンケート調査、見守り希望者・
見守り協力者を把握する）

○地区部会や町内自治会等が、「あんし
んカード」を作成、配布するか「中央区
ふくし・防災ガイド＆マップ」の「あん
しんカード」記載を働きかけ、内容の更
新を定期的に行う。

○地域の中で支援を必要とする人（高齢
者や障がい者など）の意向を尊重しなが
ら、住民同士が日常生活の中でさりげな
い見守り活動を実施する。

○取組めていない地区においては、見守
り活動への理解と必要性について講習会
や勉強会を開催し、啓発活動に努める。
（住民アンケート調査、見守り希望者・
見守り協力者を把握する）

○地区部会や町内自治会等が、「あんし
んカード」を作成、配布するか「中央区
ふくし・防災ガイド＆マップ」の「あん
しんカード」記載を働きかけ、内容の更
新を定期的に行う。

○地域の中で支援を必要とする人（高齢
者や障がい者など）の意向を尊重しなが
ら、住民同士が日常生活の中でさりげな
い見守り活動を実施する。

○全避難所において、地域の町内自治
会、自主防災会等が一体となった「避難
所運営委員会」を設置し、災害発生時に
地域住民同士が連携しながら、主体的に
避難所の開設・運営を行う体制を構築す
る。

○地区部会や町内自治会が、独自の避難
者名簿を作成し、安否確認や支援体制を
構築する。

○地区部会や町内自治会が、各避難所ご
とに関係諸団体と連携し、災害時を想定
した避難訓練や炊き出し訓練等を年１回
以上実施する。

○各避難所で運営マニュアルを作成し、
毎年内容を見直し更新する。

○全避難所において、地域の町内自治
会、自主防災会等が一体となった「避難
所運営委員会」を設置し、災害発生時に
地域住民同士が連携しながら、主体的に
避難所の開設・運営を行う体制を構築す
る。

○地区部会や町内自治会が、独自の避難
者名簿を作成し、安否確認や支援体制を
構築する。

○避難所運営委員会が、各避難所ごとに
関係諸団体と連携し、災害時を想定した
避難訓練や炊き出し訓練等を年１回以上
実施する。

○各避難所で運営マニュアルを作成し、
毎年内容を見直し更新する。

第５期（前期：令和４・５年度）
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○地区部会が、地域の高齢者向けの「ふ
れあい・いきいきサロン」を月１回以上
開催する。

○活動の見直しや改善のため、サロン参
加者の希望調査を実施する。

○身近な集会所等で、ウィークリーサロ
ンを目指し、交流する機会を拡充する。

○引きこもりの人がいないか調査し、参
加を働きかける。（実態調査の実施）

○地区部会が、地域の高齢者向けの「ふ
れあい・いきいきサロン」を月１回以上
開催する。

○活動の見直しや改善のため、サロン参
加者の希望調査を実施する。

○身近な集会所等で、ウィークリーサロ
ンを目指し、交流する機会を拡充する。

○閉じこもりがちな高齢者に対し、民生
委員等と連携して社会参加を働きかけ
る。

○地区部会、老人クラブ、町内自治会等
が、高齢者の健康維持と交流の場となる
「ふれあい・散歩クラブ」、「シニア
リーダー体操」などに取り組む。

○「ふれあい・いきいきサロン」におい
て、介護予防や転倒防止運動を定期的に
実施する。

○地域の関係団体が連携し、各種スポー
ツ大会（スポーツ活動）や歴史・文化を
学ぶ会（文化活動）を年１回以上開催す
る。

○引きこもりの人がいないか調査し、参
加を働きかける。（実態調査の実施）

○地区部会、老人クラブ、町内自治会等
が、高齢者の健康維持と交流の場となる
「ふれあい・散歩クラブ」などの健康づ
くりに取り組む。

○「ふれあい・いきいきサロン」におい
て、介護予防や転倒防止運動を定期的に
実施する。

○フレイル予防や健康などをテーマとし
た、研修会・講習会を開催する。

○地域の関係団体が連携し、各種スポー
ツ大会（スポーツ活動）や歴史・文化を
学ぶ会（文化活動）を年１回以上開催す
る。

○閉じこもりがちな高齢者に対し、民生
委員等と連携して社会参加を働きかけ
る。

第５期（前期：令和４・５年度） 第５期（後期：令和６・７・８年度）

○地域の関係団体が学校とも連携し、放
課後子ども教室を全ての小学校で実施す
るとともに、昔遊び等も取り上げて内容
の充実を図る。

○地域で行われている各種スポーツクラ
ブや学習クラブ等を紹介する冊子を作
成・配布し、子どもたちに参加の機会を
与える。

○地域の関係団体が連携し、各種スポー
ツ大会（スポーツ活動）や歴史・文化を
学ぶ会（文化活動）を年１回以上開催す
る。

○地域の関係団体が学校とも連携し、放
課後子ども教室を全ての小学校で実施す
るとともに、昔遊び等も取り上げて内容
の充実を図る。

○地域で行われている各種スポーツクラ
ブや学習クラブ等を紹介する冊子を作
成・配布し、子どもたちに参加の機会を
与える。

○地域の関係団体が連携し、各種スポー
ツ大会（スポーツ活動）や歴史・文化を
学ぶ会（文化活動）を年１回以上開催す
る。

○地域のイベントなどを通じて、高齢
者・障がい者・子どもの枠を超えた全世
代の交流の機会の創出を図る。
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○「ふれあい・いきいきサロン」と「ふ
れあい・子育てサロン」の同時開催を年
１回以上実施し、世代間交流の場を提供
する。

○誰もが（高齢者、障がい者、児童、赤
ちゃん連れの母親など）、朝から夕方ま
で気軽に出入りできる交流の場を設け
る。

○地区部会や町内自治会等が、気軽に参
加できる行事を実施する。

○「ふれあい・いきいきサロン」と「ふ
れあい・子育てサロン」の同時開催を年
１回以上実施し、世代間交流の場を提供
する。

○誰もが、気軽に交流できる場を設け
る。

○地区部会や町内自治会等が、誰もが気
軽に参加できる行事を実施する。

○地区部会が、地域の子育て中の親子向
けの「ふれあい・子育てサロン」を月１
回以上開催する。

○活動の見直しや改善のため、サロン参
加者の希望調査を実施する。

○地区部会が地域保健推進員等と連携
し、サロン内容の充実を図る。

○地区部会が、地域の子育て中の親子向
けの「ふれあい・子育てサロン」を月１
回以上開催する。

○活動の見直しや改善のため、サロン参
加者の希望調査を実施する。

○地区部会が地域保健推進員等と連携
し、サロン内容の充実を図る。

○各地区部会が開催する研修会におい
て、年１回は、障がい者への理解に関す
るテーマを取り入れる。

○地域住民に呼びかけて、地域の障がい
者施設でボランティア体験ができる機会
を設け、障がい者との交流を図る。

○地区部会や町内自治会等が、障がい者
団体が主催するイベントを積極的に広報
するとともに、広く地域住民に参加を呼
びかける。

○地区部会や町内自治会等が、障がい者
団体（サークル含む）と連携を図り、地
域交流会等を企画、開催する。

○地域で行われるイベントに障がい者が
参加しやすい配慮をし、参加を呼び掛け
るとともに、一部の役割を担ってもら
う。

○各地区で年１回は、障がい者との交流
の場となるイベントを開催する。

○各地区部会が開催する研修会におい
て、年１回は、障がい者への理解に関す
るテーマを取り入れる。

○地域住民に呼びかけて、地域の障がい
者施設でボランティア体験ができる機会
を設け、障がい者との交流を図る。

○地区部会や町内自治会等が、障がい者
団体が主催するイベントを積極的に広報
するとともに、広く地域住民に参加を呼
びかける。

○地区部会や町内自治会等が、障がい者
団体（サークル含む）と連携を図り、地
域交流会等を企画、開催する。

○地域で行われるイベントに障がい者が
参加しやすい配慮をし、参加を呼び掛け
るとともに、一部の役割を担ってもら
う。

○各地区で年１回は、障がい者との交流
の場となるイベントを開催する。

第５期（前期：令和４・５年度） 第５期（後期：令和６・７・８年度）
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○定年を迎えた人や元気な高齢者を募
り、今迄の経験を生かして、地区部会活
動や近隣の福祉施設等でボランティア活
動を行うよう働きかける。

○地域で活動しているサークル等に働き
かけ、地域行事や施設慰問への参加を促
す。

○定年を迎えた人や元気な高齢者を募
り、今迄の経験を生かして、地区部会活
動や近隣の福祉施設等でボランティア活
動を行うよう働きかける。

○地域で活動しているサークル等に働き
かけ、地域行事や施設慰問への参加を促
す。

○地区部会が主催している行事等に、障
がい者に参加してもらい、本人の状態に
合わせた役割を担ってもらう。

○地区部会が主催している行事等に、障
がい者に参加してもらい、本人の状態に
合わせた役割を担ってもらう。

〇地区部会が主催している行事等に、運
営側のメンバーとして障がい者も参加で
きる機会を創出する。

○多様な主体（社会福祉事業者や学校な
ど）と連携し、各種地域行事を行う。

第５期（前期：令和４・５年度） 第５期（後期：令和６・７・８年度）

○地区部会が主催となり、地域の福祉施
設・団体・サークル等と連携して地域住
民を対象とした福祉講座、ボランティア
講座、研修会等を企画し、年２回以上実
施する。

○地区部会の各委員会ごとに、テーマを
持った研修会・講座を開催し、地域住民
に参加を呼び掛け、新たな担い手の確保
に努める。

○講座内容の見直しや改善のため、参加
者の意見を聴く。

○地区部会が主催となり、地域の福祉施
設・団体・サークル等と連携して地域住
民を対象とした福祉講座、ボランティア
講座、研修会等を企画し、年１回以上実
施する。

○地区部会活動をはじめ地域の福祉活動
に、児童・生徒がボランティアとして参
加できる機会を設ける。

○地区部会の各委員会ごとに、テーマを
持った研修会・講座を開催し、地域住民
に参加を呼び掛け、新たな担い手の確保
に努める。

○地区部会が開催するふれあい・いきい
きサロンや子育てサロン、更に町内自治
会や老人会が身近な集会所等で開催する
ふれあいサロンでは、スタッフが気軽に
相談を受け付け、その場で回答できない
ものは担当の民生委員から回答する体制
を整える。

○近所で相談に応じてくれる人を掲載し
た福祉マップを配布する。

○地区部会が開催するふれあい・いきい
きサロンや子育てサロン、更に町内自治
会や老人会が身近な集会所等で開催する
ふれあいサロンでは、スタッフが相談に
応じ、その場で回答できないものは専門
機関を紹介するなど、気軽に相談できる
環境づくりに取り組む。

○近所で相談に応じてくれる人を掲載し
た福祉マップを配布する。
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〇地区部会や町内自治会の広報誌を通
じ、地域福祉に関する情報を住民に提供
する。

○地区部会が発行する「社協だより」を
年２回以上発行する。

○地区部会や町内自治会で「中央区ふく
し・防災ガイド＆マップ」を活用し、独
自の福祉マップや防災マップを作成す
る。

○地区部会や町内自治会の広報誌を通
じ、地域福祉に関する情報を住民に提供
する。

○地区部会が発行する「社協だより」を
年２回以上発行する。

○地区部会や町内自治会で「中央区ふく
し・防災ガイド＆マップ」を活用し、独
自の福祉マップや防災マップを作成す
る。

○地域と学校が連携して、学校の授業で
児童・生徒に対し、福祉について学習す
る機会を設ける。

○地域と学校が連携して、地区部会活動
をはじめ地域の福祉活動に、児童・生徒
がボランティアとして参加できる機会を
設ける。

○地区部会と学校が連携し、地域の高齢
者と児童・生徒が交流する機会を設け
る。

○地域と学校が連携して、学校の授業で
児童・生徒に対し、福祉について学習す
る機会を設ける。

○地域と学校が連携して、地区部会活動
をはじめ地域の福祉活動に、児童・生徒
がボランティアとして参加できる機会を
設ける。

○地区部会と学校が連携し、地域の高齢
者と児童・生徒が交流する機会を設け
る。

○地域で福祉活動にふれあう機会の創出
を図るために、福祉教育を推進する。

○町内自治会で防犯パトロール隊を結成
し、週１回以上のパトロールを実施す
る。

○町内自治会や地区部会等が警察と連携
し、防犯教室や安全講習会等を開催し、
広く地域住民に参加を呼び掛け、防犯意
識の高揚と地域防犯力の向上を図る。

○青少年育成委員会が実施する「子ども
110番のいえ」の存在を地域に広く周知
し、そのさらなる増加を図るとともに、
子どもたちにも周知する。

○町内自治会で防犯パトロール隊を結成
し、週１回以上のパトロールを実施す
る。

○町内自治会や地区部会等が警察と連携
し、防犯教室や安全講習会等を開催し、
広く地域住民に参加を呼び掛け、防犯意
識の高揚と地域防犯力の向上を図る。

○青少年育成委員会が実施する「こども
110番のいえ」の存在を地域に広く周知
し、そのさらなる増加を図るとともに、
子どもたちにも周知する。

○防犯への意識高揚を図る取組みとして
防犯パトロール等を実施し、将来の担い
手の確保を視野に入れた防犯教育を地域
全体で推進する。

第５期（前期：令和４・５年度） 第５期（後期：令和６・７・８年度）
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○各地域で防災会を結成し、消防等と連
携し、年１回以上防災訓練を実施し、住
民の防災意識の高揚と地域防災力の向上
を図る。

○訓練の際は、福祉的配慮を必要とする
方が、参加しやすい環境を整える。

○「中央区ふくし・防災ガイド＆マッ
プ」などを活用し、避難所が印された地
図を印刷して、町内自治会館や掲示板な
どに張り出すなど、地域に情報を提供す
る。

○地区部会や町内自治会などが連携し
て、年１回以上防災に関する研修会を開
催し、広く地域住民に参加を呼び掛け
る。

○各地域で防災会を結成し、消防等と連
携し、年１回以上防災訓練を実施し、住
民の防災意識の高揚と地域防災力の向上
を図る。

○訓練の際は、必要な感染症対策を講じ
た上で、福祉的配慮を必要とする方が、
参加しやすい環境を整える。

○「中央区ふくし・防災ガイド＆マッ
プ」などを活用し、避難所が印された地
図を印刷して、町内自治会館や掲示板な
どに張り出すなど、地域に情報を提供す
る。

○地区部会や避難所運営委員会が連携
し、年１回以上、防災に関する研修会や
避難支援訓練（避難経路の確認）などを
開催し、広く地域住民に参加を呼び掛け
る。

第５期（前期：令和４・５年度） 第５期（後期：令和６・７・８年度）
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